
原子力発電所建屋の基礎地盤や施設周辺斜面については、当該施設の安全
機能に重大な影響を及ぼさないことを確認する必要があります。
私たちは、学会の地盤斜面に関する技術指針の策定・改訂作業に参画するととも
に、原子力施設の厳しい審査を技術的に支援してきました。このような豊富な知
見や経験に基づいて、基礎地盤及び斜面の安定性評価をお手伝いいたします。

実用化研究の成果が反映された指針類の例
①原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の
安定性評価技術〈技術資料〉
2009年２月 土木学会原子力土木委員会

②原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の
安定性評価技術〈技術資料〉
2020年度版 土木学会原子力土木委員会

③原子力発電所耐震設計技術指針
JEAG4601-2015 日本電気協会

地盤安定性評価（基礎地盤、周辺斜面）の例

基礎地盤及び斜面の安定性評価

斜面の耐震安定性評価

斜面の３次元の地震応答解析

3次元地震応答解析 球面すべり

擬似三次元解析の評価

モデル斜面 （対策工あり）
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アンカー：自由長 30ｍ+定着長 10ｍ

奥行き： 2m間隔に打設

緊張力： 1,000kN/ 本

最上段アンカー：自由長 40ｍ+定着長 10ｍ
PSアンカー

D級



耐震設計指針に基づく基礎地盤及び
斜面の安定性評価、主な業務実績

◆◆ 安定性評価のフロー

◆◆ 主な業務実績

https://www.newjec.co.jp

お問い合わせ・ご質問につきましては以下までお願いいたします

発注者 業務内容 工 期 キーワード
関西電力 美浜発電所 基礎地盤・

背後斜面の耐震安定性
評価

平成23年度～
令和3年度

地震応答解析，時刻歴すべり安全率評価，
残留強度

関西電力 高浜発電所 基礎地盤・
背後斜面の耐震安定性
評価

平成23年度～
令和元年度

地震応答解析，時刻歴すべり安全率評価，
残留強度

関西電力 大飯発電所 基礎地盤・
背後斜面の耐震安定性
評価

平成23年度～
令和3年度

地震応答解析，時刻歴すべり安全率評価，
残留強度

地震応答解析の実施

安定性評価

すべり面の選定

2次元FEMモデル

応力の足し合せ
（σx,σy,τxy）

END

地震時相対変位

評価基準以上？

与条件整理（地質断面図、解析用地盤物性値、構造物諸元）

簡便法モデル

START

常時解析

評価項目 評価基準
・基礎地盤のすべり すべり安全率1.5
・周辺斜面のすべり すべり安全率1.2
・基礎の支持力 原位置試験結果等に基づいて設定
・基礎底面の傾斜 評価目安として1/2000以下

すべり面選定
（極限平衡法）

基礎地盤；Kh=0.2,Kv=0.1
周辺斜面；Kh=0.3,Kv=0.15

Ｎｏ

Yes

入力地震動の作成

地震応答解析

１．地盤安定評価手法
動的解析を主体に行うことを
基本とする．

２．地震動
動的上下動を考慮する
水平・上下動同時入力を行
う．原子炉建屋の水平上下
の振動特性を考慮したモデル
化を行う．

３．地盤のモデル化
各種地質調査，物理探査，
地盤調査，試験等の結果を
総合的に判断して適切に
設定する．さらにばらつきを
考慮する．

TEL. 06-6374-4021 原子力耐震グループ統括 大東 秀光
Mail: daitohd@newjec.co.jp

https://www.newjec.co.jp/
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